
☆町内で有機栽培の取組を増やしていきたい
☆三方五湖水質浄化対策は三方五湖に隣接する市町村と連携する必要があるので、隣の美浜町と
　 共同で対策を行っている
☆米政策改革の趣旨を農家まで浸透させる必要がある
☆農地が点在しており、防除面で苦慮している
☆防除の点からも農地を集積したいが、JAS規格の関係（３年以上の継続）があり困難

地域における問題点等

地域水田農業ビジョンの特徴的な取組事例
～有機栽培米で売れる米づくり～

～　三方町水田農業推進協議会　～

取　組　の　内　容

☆三方五湖の水質浄化、また、安全・安心という観点からも町内では減農薬等の取組者が
   増加しているので、その取組を助長するために導入
☆ＪＡＳ規格に適合する有機米の栽培を行った場合、通常栽培と比較して減収分に相当する
   額を助成する
☆平成１６年度においては４ha程度で、交付額は２００，０００円程度

特徴的な取組：水稲の有機栽培（ＪＡＳ規格）に対して減収分を助成する

平成１７年１月末日現在

☆三方町水田農業推進協議会は、福井県三方郡三方
　町を範囲とする協議会
☆三方町は福井県の西南部に位置し、日本海に面し
　三方五湖を擁している
☆水稲と梅が農業のほとんどを占め、地形的に中山
　間地に属する
☆水田の圃場整備率は約８割に達する

地　域　の　概　要

（三方五湖の風景） （棚田の稲刈り）



☆現在、４haの取組を行っているが、１７年度は単価を倍にして（５，０００円→１０，０００円）取組を
　  継続する。
☆最低限現在の取組を維持したい
☆１６年度は集落達成加算を実施していたが、集落を超えた調整が必要なため１７年度以降は廃止予
定
☆３月末に市町村合併予定。市町村合併後も協議会は合併しない予定

今後の取組・予定

☆安全・安心な農産物の生産を今後も続けていきたい。
☆三方五湖の水質浄化に関心を持つ人が増えてほしい。

地　域　の　声


